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１．技術検討部会の概要 01
■令和6年より第１回～第3回部会を開催

■決定事項は下表の通り

基本方針の決定（２℃上昇シナリオ、2100年時点を想定）
潮位条件の決定（台風期朔望平均満潮位、海面上昇量）
高潮・波浪推算の検討方針（想定台風を対象）
津波シミュレーションの検討方針（L1津波を対象、海面上昇を考
慮）

第１回部会

開催日：令和6年10月29日（火）

計画外力の決定及び防護水準の設定
高潮・波浪推算結果の報告
想定台風の決定（伊勢湾台風規模・平成30年台風第21号コース）
計画天端高設定方法（許容越波流量・うちあげ高と津波水位に
より設定、余裕高0.3mを考慮）
津波シミュレーションの報告

第２回部会

開催日：令和7年2月10日（月）

防護水準（津波）の決定（地区海岸ごとの最大津波水位）
防護水準（潮位偏差・波浪条件）の決定
計画天端高の設定
整備対象区域の設定

第３回部会

開催日：令和7年6月19日（木）
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１．技術検討部会の概要 02
【朔望平均満潮位の見直し】 （第１回部会）

新計画値T.P.+1.0m→・台風期朔望平均満潮位：現行計画値T.P.+0.9m

【平均海面水位の上昇】 （第１回部会）

・海面上昇量（2℃上昇シナリオ）：0.4m（2100年時点）

【防護水準（津波）】

（第１回部会）

・想定津波（L1津波）の設定

・初期潮位条件の設定
（通年の朔望平均満潮位（H.W.L.）＋海面上昇量0.4m）

（第２回部会）

・津波計算条件の設定

（第３回部会） 津波シミュレーションの実施

・各地区海岸における最大津波水位 →

＝ 津波による必要天端高

防護水準

【防護水準（潮位偏差・波浪条件）】

（第１回部会）

・検討対象とする複数の台風を想定

・将来気候の台風条件（中心気圧）の設定

（第２回部会） 波浪推算・高潮推算の実施

・想定台風の決定（伊勢湾台風規模・平成30年台風第21号コース）

・想定台風における潮位偏差・波高（変化比）の算定
・現行準沖波×変化比＝将来準沖波の設定

（第３回部会）

・準沖波地点の波浪条件の設定

・各海岸区分における潮位偏差の設定

・各施設前面の波浪条件を設定（波浪変形計算の実施）

・台風による必要天端高の算定（越波流量、うちあげ高）

台風期朔望平均満潮位T.P.+1.0m＋海面上昇量0.4m＋
高潮の影響分（潮位偏差）＋波浪の影響分

【計画天端高の設定】

余裕高0.3mの設定 （第２回部会）

計画天端高の算定 （第３回部会）

台風による必要天端高と津波による必要天端高を比較し
て高い方の必要高に余裕高を加えて設定

【気候変動（2℃上昇シナリオ）を踏まえた将来（2100年）の計画天端高の算出フロー】

最も厳しい台風を想定台風として選定

（台風による必要天端高算定フロー） （津波による必要天端高算定フロー）

※最新の潮位観測値を用いて更新

※「日本の気候変動2020」（文部科学省・気象庁）より設定
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２．部会における決定事項 03
 前提となる検討条件

 2℃上昇シナリオ（RCP2.6）
 目標年次 2100年

 気候変動の影響の検討結果
① 海面上昇量：将来の海面上昇予測値より 0.4mの上昇を想定
② 台風将来変化：d4PDFアンサンブルデータに基づき想定
１）台風の将来変化（対象：伊勢湾台風・Ｔ１８２１コース）

台風が強力化することを確認（中心気圧940→933hpa）
２）潮位偏差の将来変化

台風強力化により潮位偏差が0.02～0.13m増大（1.04倍）
３）波浪の将来変化

台風強力化により波浪が0.14～0.41m増大（1.05倍）
③ 津波への影響（対象：想定安政南海地震津波）：

最大津波水位が海面上昇量と同程度上昇することを確認

⇒ 各地区海岸で気候変動に対応した将来の計画天端高を設定
大阪湾沿岸では、将来の台風による高潮・波浪の影響が大

 気候変動の影響を検討した事項
① 平均的な海面の上昇
② 台風の将来変化の影響
③ 海面上昇による津波への影響

■部会における審議に基づいた決定事項の概要を示す

波浪の増大潮位偏差の増大

現在気候

将来2℃上昇

現在気候

将来2℃上昇

(m) (m)
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04
■東播海岸・神戸港海岸における各地区海岸の計画天端高は下図の通り
※各地区海岸の代表断面による算定結果であり、各施設について詳細な検討を行う必要がある

・高潮・波浪の影響により計画天端高が設定される。天端高不足は、0.0m～2.1m程度
・神戸港海岸の兵庫区から東灘区にかけては、最大クラスの津波（南海トラフ巨大地震・津波）への対策と
して、最大1mの嵩上を完了しているため、天端高の不足は小さい

最大クラスの津波への対策として、嵩上げを実施（兵庫区～東灘区）

３．参考（第3回部会資料）

※天端高不足＝計画天端高ー現況天端高
※計画天端高＝「必要天端高＋余裕高」
※必要天端高：高潮による必要天端高と津波
による必要天端高を比較して高いほうを設定
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・高潮・波浪の影響により計画天端高が設定される。天端高不足は、0.0m～3.5m程度
・東海岸町地区海岸の代表施設については、高波浪が直接来襲する位置にあることや、整備中の施設であ
ることから、天端高の不足が大きい

■尼崎西宮芦屋港海岸における各地区海岸の計画天端高は下図の通り
※各地区海岸の代表断面による算定結果であり、各施設について詳細な検討を行う必要がある

３．参考（第3回部会資料）

※天端高不足＝計画天端高ー現況天端高
※計画天端高＝「必要天端高＋余裕高」
※必要天端高：高潮による必要天端高と津波
による必要天端高を比較して高いほうを設定
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３．参考（第3回部会資料） 06

神戸港海岸
（最大0.6m程度の天端高不足）

尼崎西宮芦屋港海岸
（最大3.5m程度の天端高不足）

●将来気候２℃上昇シナリオ
・海面上昇は2100年頃まで継続的に生じる想定
・高潮や高波は2040～50年頃にピークとなる想定
●目標年次 ２１００年

【防護すべき整備対象区域】
〇大阪湾沿岸においては、気候変動の影響により、沿岸の広い範囲で
海岸保全施設の天端高不足が生じると予測され、沿岸の全域が整備
対象区域となり得る

〇特に、台風の強力化に対し、高潮・波浪による被害を防ぐための対策
を講じることが重要

■各地区海岸の計画天端高の設定値に基づき、天端高不足への対策を要する区域を検討

なお、代表断面による算定結果であり、各施設について詳細な検討を行う必要がある

出典：地理院地図に加筆




